
無題 

 

近視眼的であることを強要する 

居ながらにして全てを得る 

 

大きさなど不要なはずだ 

Massのない点でよい 

 

所詮、廃人同様の体たらく 

隠れても生きていけることを会得せよ 

 

歪められたのは存在ではない 

測定器具の方なのだ 

 

動物が凹凸に吸い寄せられるように 

彼もまた、自らコンセントを探している 

 

拒否するということを知っているか 

無償であることほど怖いものはない 

 

自然の昼であれ、人口的な昼であれ 

その中で蠢く者たちから離れていたい 

 

自由であることをもたらすはずだった文明――― 

それが次々と自由を奪い剥ぎ取ってゆく 

 

我々にとっての価値など何の意味がある 

閉じられた公理の中で成立した価値など 

 

それ自体が義務の塊でしかない生命 

美化を重ねることでしか可視とならないもの 



 

食え 

むしゃむしゃと 

 

(2011.12.7) 


